
[料金項目別請求額]
按分計算について



按分とは

請求には、『1電話番号ごとに請求される金額』と、『1請求書ごとに請求さ
れる金額』の2種類が存在します。

ご利用料金分析サービスでは、 『1請求書ごとに請求される金額』を一定の
計算ルールに基づいて回線ごとに割り振ることができます。これを【按分】と
呼びます。

課金対象 按分前

回線単位

090-XXXX-XXX1 0

090-XXXX-XXX2 0

090-XXXX-XXX3 0

請求書単位 -1,000

按分後

-300

-300

-400

0

イメージ例 ： 余った無料通信料の共有相殺額が1,000円だった場合

※ 按分できる金額例 ・・・ 「無料通信料の共有相殺額」、「消費税」など
※ 按分は、あくまでご利用料金分析サービス上の機能のひとつです。請求書の表示と異なります。



按分による請求データの確認場所

【料金項目別請求額】にて按分設定、および請求データの確認を行なうこと
ができます。



按分される金額の計算ルール

項目 計算方法

1. 法人複数回線割引※1 『当該回線の基本料』÷『法人複数回線割引の対象となる、全回線の
基本料合計』×『割引総額』

2. 大口通話料割引定額料 『大口通話料割引定額料合計』÷『大口通話料割引の対象回線数』

3. 大口通話料割引※1 『当該回線の大口通話料割引の対象通話通信料』÷『大口通話料割
引の対象となる、全回線の割引対象通話通信料合計』×『割引総額』

4. その他の割引
『当該回線のその他割引の対象通話通信料』÷『その他割引の対象と
なる、全回線の割引対象通話通信料合計』×『割引総額』

5. 消費税※2 『当該回線の課税対象額合計』÷『全回線の課税対象額合計』×『消
費税総額』

6. その他 『1～5いずれにも属さない、請求書単位の金額』÷『全回線』

※1 ： 請求書単位で割引されるものが対象です。回線単位で割引されるものは按分対象外となります。
※2 ： 回線ごとに課税対象額を合計して10％かけた結果とは一致しません。ご注意ください。

次ページより、項目別に計算イメージをご案内します。



各項目の按分計算イメージ



法人複数回線割引

電話番号 料金プラン 基本使用料
法人複数回線割引

（15％）
合計

090-XXXX-XXX1 ブループランLL ① ② 14,400 14,400

090-XXXX-XXX2 ブループランL ② 9,400 9,400

090-XXXX-XXX3 ブループランL ② 9,400 9,400

請求書単位の金額 ③ -4,980 -4,980

合計 33,200 -4,980 28,220

按分前

電話番号 料金プラン 基本使用料
法人複数回線割引

（15％）
合計

090-XXXX-XXX1 ブループランLL 14,400 -2,160 12,240

090-XXXX-XXX2 ブループランL 9,400 -1,410 7,990

090-XXXX-XXX3 ブループランL 9,400 -1,410 7,990

請求書単位の金額

合計 33,200 -4,980 28,220

按分後

① 当該回線の基本料
② 法人複数回線割引の対象
となる、全回線の基本料合計

③ 割引総額

値 14,400円 33,200円 -4,980円

按分計算 14,400円 ÷ 33,200円 × （-4,980円） ＝ -2,160円

[-2,160円]
の

計算根拠

（イメージ）



大口通話料割引 定額料

電話番号 料金プラン
大口通話料割引

定額料
合計

090-XXXX-XXX1 ブループランLL 0

090-XXXX-XXX2 ブループランL 0

090-XXXX-XXX3 ブループランL 0

請求書単位の金額 ① 900 900

合計 900 900

按分前

電話番号 料金プラン
大口通話料割引

定額料
合計

090-XXXX-XXX1 ブループランLL 300 300

090-XXXX-XXX2 ブループランL 300 300

090-XXXX-XXX3 ブループランL 300 300

請求書単位の金額

合計 900 900

按分後

① 大口通話料割引定額料合計 ② 大口通話料割引の対象回線数

値 900円 3回線

按分計算 900円 ÷ 3回線 ＝ 300円

[300円]
の

計算根拠

（イメージ）

②



大口通話料割引

電話番号 料金プラン
超過通話通信料の

小計
大口通話料割引

（15％）
合計

090-XXXX-XXX1 ブループランLL ① ② 5,000 5,000

090-XXXX-XXX2 ブループランL ② 3,000 3,000

090-XXXX-XXX3 ブループランL ② 2,000 2,000

請求書単位の金額 ③ -1,500 -1,500

合計 10,000 -1,500 8,500

按分前

電話番号 料金プラン
超過通話通信料の

小計
大口通話料割引

（15％）
合計

090-XXXX-XXX1 ブループランLL 5,000 -750 4,250

090-XXXX-XXX2 ブループランL 3,000 -450 2,550

090-XXXX-XXX3 ブループランL 2,000 -300 1,700

請求書単位の金額

合計 10,000 -1,500 8,500

按分後

① 当該回線の大口通話料割
引の対象通話料

③ 割引総額

値 5,000円 10,000円 -1,500円

按分計算 5,000円 ÷ 10,000円 × （-1,500円） ＝ -750円

[-750円]
の

計算根拠

（イメージ）

② 大口通話料割引の対象となる
、全回線の対象通話通信料合計



その他の割引 （例 ： 余った無料通信料の共有）

電話番号 料金プラン
超過通話通信料の

小計
余った無料通信料

の共有相殺額
合計

090-XXXX-XXX1 ホワイト法人 ①② 2,000 2,000

090-XXXX-XXX2 ホワイト法人 ② 1,000 1,000

090-XXXX-XXX3 ホワイト法人 ② 1,000 1,000

請求書単位の金額 ③ -2,000 -2,000

合計 4,000 -2,000 2,000

按分前

電話番号 料金プラン
超過通話通信料の

小計
余った無料通信料

の共有相殺額
合計

090-XXXX-XXX1 ホワイト法人 2,000 -1,000 1,000

090-XXXX-XXX2 ホワイト法人 1,000 -500 500

090-XXXX-XXX3 ホワイト法人 1,000 -500 500

請求書単位の金額

合計 4,000 -2,000 2,000

按分後

① 当該回線のその他割引の
対象通話通信料

③ 割引総額

値 2,000円 4,000円 -2,000円

按分計算 2,000円 ÷ 4,000円 × （-2,000円） ＝ -1,000円

[-1,000円]
の

計算根拠

（イメージ）

② その他割引の対象となる、全
回線の割引対象通話通信料合計



10

消費税

電話番号 料金プラン
課税対象額の

小計
消費税 合計

090-XXXX-XXX1 ホワイト法人 ①② 2,000 2,000

090-XXXX-XXX2 ホワイト法人 ② 1,000 1,000

090-XXXX-XXX3 ホワイト法人 ② 1,000 1,000

請求書単位の金額 ③ 200 200

合計 4,000 200 4,200

按分前

電話番号 料金プラン
課税対象額の

小計
消費税 合計

090-XXXX-XXX1 ホワイト法人 2,000 100 2,100

090-XXXX-XXX2 ホワイト法人 1,000 50 1,050

090-XXXX-XXX3 ホワイト法人 1,000 50 1,050

請求書単位の金額

合計 4,000 200 4,200

按分後

① 当該回線の課税対象額合
計

② 回線の課税対象額合計 ③ 消費税総額

値 2,000円 4,000円 200円

按分計算 2,000円 ÷ 4,000円 × （200円） ＝ 100円

[100円]
の

計算根拠

（イメージ）



ホワイト法人の按分計算について



ホワイト法人の按分

ホワイト法人の按分は、対象回線の判定方法がやや特殊になります。
対象判定後の按分方法はP9の「その他割引」の按分方法に準じます。

■按分対象回線の判定条件

割引 ホワイト法人（グループ内）

割引 ホワイト法人（グループ外）

割引 ホワイト法人Ｓ！メール（ＭＭＳ）（グループ内）

■按分対象通話通信料の判定条件

割引 ホワイト法人（グループ内）

割引 ホワイト法人（グループ外）

割引 ホワイト法人Ｓ！メール（ＭＭＳ）（グループ内）

国内通話通信料-無料通話-下記料金項目

下記料金項目のいずれかに料金が発生している回線


